
アレルギーサインシール配布アンケートのご報告                    2022年５月 

ＮＰＯ法人 相模原アレルギーの会 

 

第 28 回アレルギー週間(2 月 17 日～23 日)に賛同し、ご自身の周囲の方への告知手段として、今年もアレルギー

サインシールの(マスクや持ち物に貼ってご利用下さい)配布をいたしました。同時に申し込みをいただいた方々

に今後の会の運営の参考にさせていただきたく、アンケートのご協力をいただきましたのでご報告いたします。 

 

募集期間：2022年 1月 26日(水)～2月 26日(土) 

配布期間：2022年 2月 2日(水)～3月 2日(水) 

配布総数：ご協力いただいた  クリニック ９クリニック ・ 調剤薬局 3店舗 計１２カ所 ×２０部 

     当患者会への申込者  81名  配布合計 ３２１件 

申込方法：Ｆａｘ・郵便・メールのみ ☎受付なし 

告知方法：当患者会(会報・ＨＰ・ＦＢ)、ポスター 医療機関・調剤薬局、ミニコミ誌 相模原・町田 2誌 

 

アンケートご協力者の情報 総数 81件 

【性別】 女性 67名 男性 14名 

【年齢】 10歳未満 7名・10代 1名・20代 8名・30代 0名・40代 18名 

50代 20名・60代 14名・70代以上 13名 

【職業】 フルタイム 19名・パート・アルバイト 20名・専業主婦 17名・学生 6名・無職 11名 

自営業 2名・会社役員 1名・幼稚園 1名・非常勤職員 1名・自由業 1名 

フリーランス 1名・先日まで教員 1名 

【お住まい】 住宅街 72名・繁華街 1名・郊外 8名 

アンケート内容の集計 
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・咳やくしゃみに、これほど多くの方

が苦慮されていたのかと、反響の

大きさに思い至りました。花粉症の

時期とコロナ感染との重なりもあっ

たのではと思います。 

 

・アンケート集計で 81 名のご参加

中３名の方がぜんそくなのでアレル

ギーシールは辞退するという方が

あり、意外な気がしました。 

 

・耳鼻科受診に次いで内科受診が

多いと感じました。1 つの受診です

むのなら、という気持ちもあるので

しょうか。それとも専門医にかから

ない程度の症状と判断をしている

のかです。 

 

ご応募について、担当者の感想 
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・通常でも交通機関や人込みでのくしゃみや咳は、人の目が気になります。不要不急でなく、通院での外出に、周

囲に気を使わずにすむようにしたいとの希望が皆様の声に表れていました。 

 

・30数年前発作時に電車で病院に向かう途中、激しく咳込み周囲の方がいなくなったことを思い出しました。 

 確かにインフルエンザの流行期に入っていたので無理もなかったかな？ 

 

・近年花粉症が増加しているためかくしゃみがイコール花粉症と思える人が多くなってきていると感じました。咳に

関しても風邪、ぜんそく、インフルエンザの次に花粉症という認識があります。花粉症から果物アレルギー発症。ぜ

んそくへと移行する人もいますので正しく理解しようという人もでてきているのではないでしょうか。 

 

 

くしゃみ、せきについて担当者の感想 
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9 月 1 名・11 月 1 名 

 

・春先だけでなく 11月以前からの対

策をされる方が 10％強と万全を期

しています。3月は 60％強が症状が

辛いとの結果です。症状が花粉症

とコロナが同じようとなれば肩身が

狭く、感染症の収束を願うばかりで

す。 

 

・アレルギー性鼻炎で通年型です。 

空気の変わった時にくしゃみが多発

します。大きなくしゃみなので気が

ひけます。 

 

・花粉症は鼻だけの症状だけでなく

目の痒みや皮膚の痒みも伴いま

す。症状が強い日々は精神的にも

辛くなってしまいます。家族だけで

なく周りの理解もあると少しは気がら

くですね。 

 

花粉症について担当者の感想 

 



アレルギー性疾患で通院されている方へ 

10.主治医と意思の疎通ができていますか？ 

 

 

 

＜医師から処方された薬剤について、使用方法や副作用を理解していますか？＞ 
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・指導してもらっていない  1名 

・信頼できる医師に出会っていない 1名 

・毎年同じ飲み薬をもらっている  1名 

・ほゞ理解している      13名 

・解らない場合は聞き返す    1名 

・理解できない事も良く説明がある 1名 

・指導が実行しにくいことがある  1名 

・アレルギー専門医から近所のホームドク

ターに移行していますが、薬の量を減らし

たいと思っているがこのままで良いと言わ

れている。減らさない事で現状維持ができ

ているということなのでしょうか？  
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10、の回答の追加 ↓ 

 



 

 

 

 

 

 

次の集計は、応募していただいた方へのアンケート結果です。 

 

・主治医を持たない方もおられ、コミ

ニュケーションを苦慮されている方

が見られます、事前に不安なことな

どをメモにして持参したり、薬剤の

使用方法などについては、薬剤師

さんに伺うのも良いかと思います。 

 

・ 使用方法や効果については

93.1％87.3％と理解している人がい

ることはいいと思うが、処方された薬

剤を最後まで使用しているのは

73.2％とまで下る。理解していても

使用は最後までされていない点は

やはり主治医との会話不足からな

のかと思います。手帳に体調の変

化を残すというのも一つ自己管理が

できる 1歩かと考えます。 

 

・医師に症状をきちんと伝えられコミ

ニケーションが上手にとれている方

が多い中、専門用語が分からない

という声の多さが気になりました。 

多忙な診療の中で患者側が、どう

質問して理解につなげるのか。 

また処方薬の理解は高いですが、

まだ理解されていない部分もあり、

薬剤師さん等の担う役割が大きいと

感じました。吸入薬も毎日となると

慣れで、いい加減になってしまいが

ちです。立ち止まって原点に戻り、

使い方の再確認等が出来る機会が

設けられたら良いと思いました。 

患者会が、その隙間をどう繋げられ

るのか課題かと思いました。 
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主治医との関係に担当者の感想 

 



アレルギーサインシール配布アンケートのご報告 ②                   

 

1990年 9月に国立相模原病院に通院中のアレルギー・ぜんそく患者を中心として発足した患者会です。30余

年を経過して、集う患者さんの要望も大きく変化してきました。 

中々、患者さんのご意見やご要望を直接お伺いする機会が少なく事業の内容も患者視点に立っていないこと

が懸念されます。アンケート１・２の実施にご協力いただきありがとうございました。 

いただいたご意見、ご要望に沿えるように事業計画をたてていきたいと思います。 

2回目のアンケートの集約結果は下記のとおりです。 

 

アンケートご協力者の情報 総数 24件 

【性別】 男性 7名 女性 17名 

【年齢】 10歳未満 2名・30代 1名・40代 3名・50代 5名・60代 6名・70代以上 7名 

【職業】 フルタイム 4名・パート・アルバイト 8名・専業主婦 3名・無職 7名・自営業 1名 

【お住まい】 住宅街 21名・郊外 3名 

 

アンケート集計結果 
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事業の周知方法へ担当者感想 

 
・多くの方々への周知配布を願

い、今回は、一部のクリニック様、

調剤薬局様のご協力をいただきま

した。この分野が拡大出来れば、

多くの方々への配布が出来たと思

われる。 

 

・HP、FBから情報を得た方が多

く、 SNSの必要性を痛感しまし

た。また、SNSをされない方にも配

慮が必要と思いました。花粉症の

辛い症状が多岐に亘り、悩まれ

て、対策にも苦慮され様々に工夫

されているのが、手に取れました。

減感作療法なども手軽になればと

願います。 

 

・アンケートにご協力の方々、あり

がとうございました。今後の患者会

の活動や会報の内容を考えるうえ

で参考にいたします。 

 

・コロナ禍で咳やくしゃみが毛嫌い

されました。人への気づかいがサイ

ンシールの形になりました。通院先

にサインシールを置いていただい

たところ同じ思いの方々が沢山い

たことに驚きました。 
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2回のアンケートにご協力いただき 

ありがとうございました。 

 

 

総評 
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０名 

良く使われる言葉の周知や総合ア

レルギー医希望へ、担当者の感想 

・アレルギー週間(事業)やアレルギ

ーマーチ(疾患の連鎖)の周知は意

識改革となり、病の克服の第一歩

と思える。また小児科の様に一つ

の科で診察を切望する 

 

・小児科から大人の診療へと変わ

ると対応のギャップに悩まされま

す。今まで手とり足取りの対応がい

っぺんにひっくり返ります。アレルギ

ー専門医に通院していれば良いで

すが。アレルギー専門医が少ない

地域もあります。アレルギーガイドラ

インを元にどこでも指導してもらえ

ることを願います。 

 

・まだ、周知されていない言葉もあ

り、また総合アレルギー医を切望す

る声の多さに考えさせられました。

また地域に偏りなく、医療や薬剤師

さんの投薬指導などが受けられた

らと思いました。 

Covid-19のパンデミックに伴い、人前で咳・くしゃみをすることが憚られ、その症状が Covid-19のためではなく、気道系の

アレルギーによるものであると示すためのサインシールを配布したわけです。公布する手段と時間が限られているにもか

かわらず、多数の方からアンケートを戴きました。もっと効果的な周知法があればもっと多くの方に利用されたのではない

かと思います。 

花粉症が鼻、眼だけの局所症状に留まらず、集中力の低下や倦怠感。疲労感と言った全身症状も呈すること、それに主

治医とのコミュニケーションにおいて専門用語で分からないと答えた方がけっこういらっしゃるのが印象に残りました。 

おそらく主治医に何を聞いたら良いかと言うことも分からないのではないかと危惧します。 

Covid-19 は未だ収束の目処が立っていません。未だもうしばらくはアレルギー疾患を持つ患者の集まりとして色々対処し

ていかなければならない期間があると思います。 

 

6．成人のアレルギー患者は其々の疾患別に診察をうけていますが、アレルギー性疾患全般を受診できるアレ

ルギー科(医師)があると良いとお考えになりますか？ 

 


